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佐々学・河合幸一郎・上村冨美子

富山医科薬科大学

StudiesonthechironomidmidgesofToyama(Diptera,Chironomidae》
Part1.

ManabuSasa,KoichiroKawaiandFumikoKamimura

TovamaMedical&PharmaceuticalUniversity

1.MassiveemergenceofPolyped""加紗vtoenseiToKUNAGA,,1938)inToyama,andthehyper-

sensitivitytothechironomidantigens.

Enormousnumbersoftheadultsofachironomidspecies,Polyped""tkyotoeme,emerged

fromricepaddiessurroundingouruniversityhospitalduringtheperiodfromtheendofMay

totheendofJune,andmanydeadbodieswerefoundtobescatteredeverydayai･ound

buildings.Anantigenpreparedwiththisandrelatedchironomidspecies(includingToku

"αgayiisuri加α如加tisiandC〃〃0"0加況syoshj脚α応ui)weretestedagainstpatientsofbronchial

asthma,andwereshowntobepositiveincausinghypersensitivityreactionsinskintestand

RASTreactionathighpei℃entages・TheantigenpreparedfromP.kyotoemewerealso

showntocauseasthmaticattacksin4outof5patientstested.

2.AstudyonthesnowmidgesinToyama.

Severalspeciesofthechironomidmidgeswerefoundtoemergeduringthesnowseason

fromJanuarytotheendofMarchinToyama.TheyincludedSyndiamesα〃んα”zszs

TOKUNAGA，1936,Diα汎esatsutsuiiTokunaga,1936,屍"odiamesα〃igatα〃α(Tokunaga,1936)

Prodiamesa抑《igaiin.sp.，Oγr血“〃α畑ssuspensiis(Tokunaga,1939),andOrthocl"伽uska加『

(Tokunaga,1939)．Morphologicalaccountsaregiveninthenextpapertogetherwiththe

descriptionof乃泥v雄滝liskonis〃〃n.sp.collectedinautumninaricepaddyareainToyama.

3.StudiesonthechironomidsofMatsuRiver,Toyama-shi.

SurveysofthechironomidsbreedinginMatsuRiverwerecarriedoutin1983inorder

toseethedistributionofvariousspeciesinrelationtothedegreeofpollutionwithsewage

waters.Thelarvaecollectedtogetherwiththebottomsedimentswerebroughtinthe

laboratory,andidentificationofspecieswasmadebythemicroscopicalexaminationof

adultmales.Bothmaleandfemalespecimenswerecollectedalsowithinsectnetonthe

bankoftheriver.Astheresults,atotalofasmanyas38specieswereidentified,asshown

inTable1・Manyofthemwereincommonwiththechironomidscollectedfrommoderately

orhighlypollutedpartsofTamaRiver,Tokyo.ThespecimenscollectedfromMatsuRiver

included8newspeciestobedescribedinanotherpapermpreparation.
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はじめに

ユスリカという虫どもは双趨目のユスリカ

科Chironomidaeに属する昆虫の総称であっ

て，全世界の熱帯から寒帯にわたるほぼあら

ゆる陸水域にきわめて多くの種類が繁殖して

いる。

しかし，その生活史はきわめて簡単で，水

にうみ落された卵からかえった幼虫は水底で

へどろや藻類を食べて生長し，サナギとなっ

て水面から成虫が羽化し，その雌雄は食べ物

をとらず交尾，産卵する。したがってこれま

でその研究を志したプロ，アマはきわめて少

なく，わが国ではわずかに徳永雅明らの1934

-1965にわたる業績が本格的な研究としてあ

げうるにすぎなかった。また，近年には静岡

大学の橋本，九州大学の山本優らの，分類学

的な短報も発表されている。私共は1978年こ

ろより，筑波の国立公害研究所において，湖

沼，河川などの水質汚染の生物学的研究の一

部としてユスリカの研究をと'Jあげ，また河

合も環境科学特別研究甜による総合研究の一

部として広島県の太田川全流域にわたるユス

リカ類の研究をはじめて，この類の虫につい

ての分類，生態，環境，衛生などにかかわる

総合的な立場からの評価が加えられてきた。

それらの報告は参考文献として巻末にあげた。

こういう一連の研究を通して，(1)ユスリカ

類にはきわめて多くの種類があり，わが国に

も多くの未記録柿や新種があること，(2)それ

らの幼虫の発生源は各種ごとにその水域の化
学的，物理的な特性に応じてきわめて限局し

ており，水質指標生物として利用しうること

(3)ユスリカ類の各種はそれぞれの水域におい

て水の浄化にいちじるしい貢献をしているこ

と，(4)しかしそれらの成虫が地域住民に不快

昆虫として，あるいは気管支ぜん息などの起

因者としての害虫であることなど，生物学，

環境科学，衛生学などの見地からも重要な研

究対象であることが次第に明らかとなった。

我々は1982年から富山県下のユスリカ類に

ついて調査研究をはじめたが，すでにおびた

だしい種類が都市下水，多くの河川，湧水，

池沼，水田などから発生してお'),とくに水

田から大発生している1種が地域住民の気管

支ぜん息などのアレルギー疾患の重要な一因

となっていることなどを見出しておどろいて

いる。

今回の報告はそれらのうち1984年末までに

まとめえた部分を記述したもので，この機会

をあたえて下さった長井直隆館長はじめ富山

市科学文化センター所員の皆様に深謝する。

この研究は本学の細菌学免疫学教室の小西健

一教授ら，病理学教室の上村清，荒川良氏ら

のご支援をえた。またこの調査にあたっては

塩谷敏幸市長はじめ，富山市役所の関係各位

から多大のご協力をえた。

1.Polyped"〃"l地0mense(Tokunaga

1938)の富山における大発生と，それらユスI》

力類の地域住民に対するアレルゲン性について

1984年6月初めからおよそ1カ月にわたり

富山医科薬科大学の病院や研究室などに，灯

火を求めてユスリカの大群が襲来し，その死

骸が建物の内外に毎日おびただしく堆積して

いることに気がついた。それらの一部をガム

クロラール封入標本としてしらべたところ，

形態的に助””""籾〃yotoense(Tokunaga

1938)の記載にほぼ一致することが分かった‐

そこで本学病院長熊谷朗博士にそのアレルケ

ン性についての検討をお願いし，その結果本

学小児科岡田敏夫教授のもとで､,五十嵐隆夫．

佐伯|場子氏らがその虫体抽出液をつく’)，瑞

息患者および健康者に対してそれを抗原とす

る皮内反応,RAST反応,吸入試験によるぜ

ん息誘発試験などをおこなったところ，一部

の患者について著明な陽性反応がみられ，こ

のユスリカが地域住民の気管支ぜん息など過

敏性疾患のアレルケンとして働いていること
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が確認された。なお，都市下水溝などに発生

するセスジユスリカCkironomusyoshimatsut,

および湖沼から大発生するアカムシユスリ力

Toku泥噌I7VIIS"γj"αhα汎usi(Tokunaga,

1938)の抗原に対しても富山県の患者などに

陽性反応がみられた。この成績については，

佐伯陽子，五十嵐隆夫，村上巧啓，足立雄一：

松野正知,岡田繁夫,佐々学の連名で1984年1：

月17日,東京で開催された第21回小児アレルギ

ー研究会で発表され．その症例報告も学術誌

に投稿中である。なお，アカムシユスリ力の

幼虫，成虫の抗原を用いて霞ヶ浦周辺および

東京都内の瑞息患者と一般健康者を対象にし

た皮内反応,RAST試験も伊藤幸治らとの共

同ですすめられ，この場合もﾛ滞息患者に高率

の陽性反応がみられ，今後気管支ぜん息など

のアレルケンとしてのユスリカの役割がひろ

くわが国はもとより諸外国でも検討が始めら

れると思われ，そのきっかけとなった研究か

富山市で最初に実施されたことは意義深い。

なお，このユスリカは助加"0"z"s任b"‐

ped"""2ﾉﾙyotoens商という学名で徳永(1938)

が記載したもので,その標本は幼虫として1935

年10月3日に北白川の京都大学植物園で採集

したと記されている｡しかしその後矢野ら(1983〉

が山口大学農場でユスリカ類のswarmingの

観察をしている記録の中にこの種の存在が記

されているほか，まったく学術上の記録はな

かった。私どもも河川や湖沼等のユスリカの

調査では全く見たことがなく，それが富山の

水田で､6月の1カ月間にかくも大発生をした

ことに驚いた。

2．富山のユキユスリカについて

冬の北陸で､雪の上に小さい真黒い虫がいる

ことはかな')以前から昆虫研究家の間で注目

されていたらしい。徳永雅明先生は各地から

よせられた標本をもとに，1936,1937,さら

に戦後の1964年にそれらの虫の記載をしてお

られる｡おどろいたことに,それらはDiamesmae,

Prodiamesinae,Orthocladiinaeの3亜科にま

たがる十数種類にも分類され，わが国特産種

としての新種が大部分を占めていた。

私共は，1983年3月に，富山市の熊野111畔

にあるF製薬工場から，冬になると黒い虫が

たくさんとびこんで来て製品にまぎれこんで

迷惑をしているので，その対策の相談を受け

た。なお，その製品がピリメタミンという抗

マラリア剤であることに驚いた。そこでこの

工場を3月28日，31日に訪ね，捕虫網や吸虫

管を用い壁面にとまっている成虫や，屋外で

群飛している成虫を捕え，スライド標本とし

たところ，一見してみな同じように真黒いユ

スリカであるにもかかわらず,Diamesmaeの

SyndiamesafafefewfisTokunaga,ft"α加押29邸z

mgam"α′Tokunaga,Prodiamesinaeの

〃odiamesan.sp,OrthocladiinaeのOγr加一

C血或"ssuspensus(Tokunaga),Orthoc〃〃"S

”〃〃(Tokunaga),その他ParametriocnemiiS,

〃池畑必尼s,S加加”,7ｿlienemα"泥"Z/.などに

属する小形種までふくんでいるのにおどろい

た。

これとは別に，富山医科薬科大学の建物の

窓などに，雪の積')始めた1月初めから，そ

れが消える3月末までの間，これまた真黒い

ユスリカが飛んで来て，止まったり，はいま

わっていたりすることに気がついた。それら

を1984年1月から3月にかけて採集し標本と

してしらべたところ,Synu加加esataka陀"s応

'Ibkunaga,Diamesa応"Is"〃′Tokunaga,

Oﾌｨﾙ“敗成ussuspensus(Tokunaga),0ガル0‐

c血成/IS〃α〃〃(Tokunaga),0汀加c敗成usyosiii

(Tokunaga)の少なくとも5種をふくんで､いる

ことが分かった。この虫どもは，体の大きさ

に若干の大小はあるが，同じように真黒で，

雪の上をゆつ<0飛んだ'),のそのそ這いま

わったり，そして雪が消える4月以降にはも

う現われないという大変ふしぎな虫であ})，
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しかも3亜科にまたがる異った種類がまじっ

ているとは，まことに自然とは意外なもので

ある。その記救は後細に英文でまとめた。

(MorphologicalAccountsonSelected

ChironomidsCollectedinToyama;M.Sasa

andK.Kawai)

3．松川のユスリカ

富山市の中心部を流れる松川は都市を貫流

する小河川としては比岐的水もきれいで，錦

鯉の群も健全にすみついているが，市街地を

流れている中に側溝からの下水の流入もかな

りの量に上っている。建設省富山工事事務所

の、、松川浄化計画の概要〃（1984)の資料によ

れば，桜橋地点での平均流量毎秒0.80トン，

BODは2月より9月にかけては月間平均2.0

~4.0ppm,10月より1月の間は4.0～6.Oppm

を示している。また，1983年7月14日に松Ill

ぞいの10採集点(図1参照)において共同研究

者の山岸高由らが水質検査をおこなったが，

そのうちPHとBODの値を引用すると表1の

通I)で，とくにいたち川の合流したH,Iに

汚染がいちじるしかった。

我々は松川ぞいに図1に示すAからJまで

の10定点を選定して,1983年5月24日(B点

よりG点まで)，8月29日(A,H.I点),9月

3日J点のみ）にその底泥を採集し，これを

実泌験室にもちかえり，水槽に移し，水をﾘkっ

て気泡を送り飼育した。これより羽化した雄

成虫を同定したところ，少なくも28種552疋

の標本がえられた。この中には1，2疋しか

見出されなかった極もあるので､，今後さらに

多数のサンプルを異った季節に採集すれば種

類数もふえることと思われる。なお，5月24

日にはCからGまでの5地点でIll岸の草むら

に休止中の成虫を捕虫網をふるって捕集した

が，これにも18種のユスリカがふくまれ，表

2に示すように合計して38種にものぼった。

これらのユスリカ種は大部分さきの佐々ら

(1980-83)が東京都の多摩川で採集したもの，

および河合が広島県の太田川で採集したもの

にふくまれており，多摩川の水質を仮に5段

階に分けると，第3段から第5段の汚染に発

生する種類に相当するものが多かった。なお

上流部のAから発生した種は比較的汚染の少

ない水質に伴なうものであり,E以下に見出

される種は比岐的高度の汚染を示す種とみな

される。これらのうち,E点で17種という多

数が回収されたのは，そこには水中に育った

水草や，川底の石，砂，泥など，異なった物

理的環境の幼虫生息場所があったためで，底

質が単純な泥であったF,GではChjγ0泥o加zfs

YDS〃"?αな“のみか，他に1,2種しかとれな

かった。

今回松川の底質なしいIll岸から採集された

38種にものぼるユスリカ類のうち少なくとも

11.Paratanytarsussp.nr.laetipes.

17.”ぬ伽滝ussp.nr.尤加briahis.

20.Orthoc〃伽"ssp.nr.smolandicus.

21.Psectroc肱成ussp.nr.〃"z加彪""s、

22.庇“かりc肱成ussp.nr.twiaceus.

32.Cricotopussp.nr.如加“壇加加s，

35.〃柳"ophyessp.nr.i沈加"cronahis.

38.,m加esasp.

の8樋は日本未記録，かつ新種と判断される。

いづれにせよ，県庁，市庁の前を流れるこの

小さな111からかくも多種のユスリカが発生し

ているとはまことに予想外であった。

表1松川の1)11値とBOD値山岸高由ほか（未発表〕

採集定点

pll

BOD(ppm)

ABCDEFGHI

7.37．37．57．47．37．47．37．57．67．4

1．12．93．74．62．52．12．58.78.04.4
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